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主  論  文  の  要  約  
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全身麻酔したマウス（ 10～ 13 週齢）の左頭頂骨に直径 5mm の骨窓を開け、




D1 の発現を免疫染色および Real time PCR 法（以下 PCR 法）を用いて観察した。  
【結  果】  
脳損傷マウスでは受傷後 1 日目は大脳の損傷部位に酸性β -ガラクトシダー
ゼは染色されなかったが、受傷後 4、7、14 日目には染色された。また、脳損傷
マウスの非損傷側の大脳半球と Sham マウスの同部位には観察期間を通じて酸
性β -ガラクトシダーゼは染色されなかった。免疫染色では損傷後 4、 7、 14 日
目に p16 が発現し、 PCR 法による定量では損傷後 7、 14 日目に損傷群損傷側で
有意に増加した。P16 と GFAP 抗体の二重免疫染色ではアストロサイトに局在し
ていた。同様に p21 については損傷後 4、7、14 日目に発現し、PCR 法による定
量では損傷後 4、7、14 日目に損傷群損傷側で有意に増加した。NeuN 抗体・Iba1
抗体との二重染色ではニューロンおよびマイクログリア に局在していた。
Cyclin D1 については損傷後 1、4、7、14 日目に発現し、PCR 法による定量では
損傷後 4 日目に損傷群損傷側で有意に増加した。NeuN 抗体・Iba1 抗体との二重
染色ではニューロン、マイクログリア、アストロサイトに局在していた。  
【考  察】  
脳損傷マウスでは大脳の損傷側に損傷後 4、 7、 14 日目に老化関連酸性β -ガラ





与する p21 は損傷群損傷側のニューロンとマイクログリアに発現し、損傷後 4、
7、 14 日目に有意に増加した。外傷性脳損傷後、脳細胞周期が活性化され、そ
の後、細胞老化のマーカーが発現し、細胞周期が抑制されることが確認できた。  
【結  論】  
外傷性脳損傷後、脳細胞周期が活性化され、その後、細胞老化のマーカーが発
現し、細胞周期が抑制されることが確認できた。外傷性脳損傷は細胞老化につ
ながる可能性が示唆された。  
